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１．はじめに 

 第二神明道路は昭和 39 年に開通し、約 7 万台／日

の交通量を有する一般有料道路である。平成 25 年 6

月に連続 150mm を超える降雨に見舞われ、日常点検

により写真-１に示すとおり、盛土区間のアスファル

ト舗装の局部隆起を発見した。 

 

写真-1 アスファルト舗装の隆起状況 

 

当該個所は、当事象が発生する前に表・基層を切削

オーバーレイで舗装補修工事を行っており、基層切削

時に上層路盤上面にクラック及び染み出し水を確認し

たことから、図-１に示すように上層路盤の一部を切

削しクラック抑制シートを敷設して補修を行っていた。

このため、多量の降雨後、地下水が上層路盤の補修個

所から基層へ湧きだすことができず、補修個所より下

流側で湧き上がり、表層・基層面を押し上げる局部隆

起が発生したと推察した。 
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図-1 補修箇所と隆起箇所の関係 

 

２．調査方法 

発生原因が、地下水によるものと推察されたことか

ら、地下水の分布を把握することが対策を検討する上

で重要と考えた。 

地下水の調査では舗装を開削して面的に目視調査を

行うのが確実であるが、当該路線は交通量が多く規制

可能時間の制約を受けることから、非破壊検査による

地下水の分布調査を試みた。 

非破壊検査には、広範囲の地下水状態の把握が迅速

に行え、取り扱いが容易である GPR （ Ground 

Penetrating Radar）1) を用いた。 

GPR はコンクリート構造物の鉄筋探査や路面下の空

洞調査などに用いられる機器であり、舗装下に地下水

がある場合、比誘電率の違いから反射波に違いが生じ

2) 3) 、地下水の分布を把握することが可能と考えた。

なお、調査結果の検証のために 10 箇所のコア採取を

行い GPR の結果と比較を行った。 

 

３．調査結果 

 GPR による調査結果を図-２、３に示すとおり、3D

合成してみたところ、表層から深さ 150mm～300mm

の下層路盤付近で周辺部と異なる反応が示された。こ

の周辺部と異なる反応は、縦断勾配の高い側から低い

側に向かって広がっており、地下水の分布状況から経

路についても推察された。 
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図-2 3D合成したGPRの調査結果（d=150mm） 
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図-3 3D合成した GPR の調査結果（d=300mm） 

 

次に、GPR 調査結果を検証するために現場から舗装

のコアを採取した。GPR 調査結果から、表層から深さ

150mm と 230mm 付近に強い反射波が存在し、そこが

地下水の浸透した経路と推察した。GPR データとコア

の比較を図-４に示す。採取したコアは GPR データと

同様に深さ 150mm と 230mm 付近にクラックや層間は

がれ及び水が浸透した痕跡を確認することができ、

GPR 調査結果から地下水の分布と経路の推定が可能と

判断した。 
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  図-4 GPR データ(左)とコア(右)の比較 

 

４．対策工の検討 

 図-５に示すとおり、GPR 調査で確認した地下水分

布及び縦断・横断勾配等から地下水の経路を推定し、

地下排水管を上流側である追越車線に向かって設置す

ることで舗装体内に滞留している地下水を本線外に逃

がすこととした。 
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図-5 地下水分布と推定経路及び対策工 

また、現地調査の際に 別の箇所からも湧水を発見

し、GPR 調査を行ったところ、同様の浸透水の経路を

確認したことから、この個所についても同様の地下排

水管を設置することとした。地下排水管の流末から地

下水が流出している状況を写真-２に示す。 

 

写真-2 地下排水管からの流出状況 

 

４．まとめ 

 第二神明道路は供用開始から 50 年近く経過してお

り、舗装の内在クラックや層間はがれに地下水が浸透

し被圧水により今回のような舗装の隆起という非常に

稀な事象が発生したものと考えられる。 

 今回使用した GPR 機器は市場に多く流通している

ものを使用しており、特にフィルタをかけることもな

く地下水の分布と経路を推定することが可能であった。

地下水の分布と経路を推定するに当たっては、3D 化

した GPR データの平面スライス画像を作成すること

で、地下水の分布を分かりやすく可視化することがで

き、対策工の検討に非常に有効であった。 

本文が同様事例発生の際の参考となれば幸甚である。 
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